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(公財)水道技術研究センター会員 各位 第７１９号 令和 2年 9月 11 日 

 

 

 

 

 

 

体細胞性コリファージ及び 

ウェルシュ菌とその胞子の現状 

（EU の報告書より -その３-） 

 

付録 I 

ウイルス、細菌、寄生虫に関連した近年における水系感染症の発生。水源又は水道の種類に

関する調査 

この章では、各国の保健機関並びに国際的な保健機関にこれまで報告のなされた、最も重要な水系

感染症の発生状況を、発生件数又は症例数の観点から非網羅的に紹介する。 

 

1.1 欧州での発生状況 

欧州では、アイスランド（2004 年）、フィンランド（2007 年）、モンテネグロ（2008 年）、イタリ

ア（2011 年）において、腸管ウイルスによる水系感染症が報告されている。ノロウイルスが主な原因

のひとつとされており、下水汚染も発生要因のひとつに挙げられている（表 1）180-184。また、他の腸

管ウイルスも関係していたことが分かっている（表 2）。 

寄生原虫（ジアルジア及びクリプトスポリジウム）を原因とする水系感染症の発生については、全

ての欧州連合（EU）又は欧州経済領域（EEA）加盟国（及び汎欧州地域の国々）が、欧州疾病予防管

理センター（ECDC）又は欧州食品安全機関（EFSA）への報告を行っているわけではないことから、

おそらく実際にはもっと多く発生していると考えられる（報告が常になされるわけではないのは、国

ごとに症例の定義が違っていたり、食中毒と考えられる場合を除いて報告を行う法的義務がないため

である）（表 2）179。 
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表 1. 2007～2011 年の間に欧州で発生したいくつかのウイルス感染症。カナダ飲料水水質ガイドライン（2019 年

4 月発行）より 9。本報告書では、1971〜2012 年の間に発生した、飲料水関連のウイルス性感染症について、北

米（米国とカナダで 46 件）及びその他の国（5 件）での事例がまとめられている。米国とカナダ以外で発生した

5 件の感染症のうち、4 件は 2000〜2011 年の間に EU/EEA 諸国（アイスランド、フィンランド、モンテネグロ、

イタリア）で発生した。報告された症例数は全体で数百にのぼる。調査の結果、これらはウイルス性のものであ

る可能性があり、ウイルスのうち主なものは、未処理の地下水又は下水で汚染された飲料水から検出されたノロ

ウイルスであった。 

年 場所 原因物質 推定症例数 水道システム 感染経路 参考文献 

2004 アイスランド 

（ミヴァーン湖） 

ノロウイルス  > 100 小規模農村水道 未処理の地

下水  

Gunnarsdóttir et al., 

2013180  

2007 フィンランド 

（ノキア） 

ノロウイルス

を含む少なく

とも 7 つの病

原体  

6,500 市営水道（水源：地

下水・人工地下水）。

ろ過・塩素消毒を含

む。 

下水による

汚染 

Maunula et al.,  

2009181  

Laine et al., 2010182  

Rimhanen-Finne et 

al., 2010183  

2008 モンテネグロ 

（ポドゴリツァ） 

ウイルス性  1,700 市営水道（水源：カ

ルスト性の湧水と地

下水）。塩素消毒され

ているが残留塩素な

し。 

下水による

汚染 

Werber et al.,  

2009184  

2011 イタリア 

（シチリア島） 

ノロウイルス  156 公共（市営）水道 公共水道の

水源である

井戸や湧水

の汚染 

Giammanco et al., 

2014185  

 

2000〜2013 年までの汎欧州地域における感染症（腸管ウイルスによる感染を含む）の症例に関する

疫学的データを収集したある報告書では、調査された感染症の約 18%が水に関連するものであった（表

2）179。世界感染症・疫学ネットワーク（GIDEON）のデータベースによると、汎欧州地域では計 1,039

件の感染症の発生が報告されており、これらのほとんどは、汚染された水道水が原因で発生した。そ

の他の感染原としては、湖、プール、温泉、親水公園、公共施設における噴水などが挙げられている。

なかでも、水に関連したレプトスピラ症、クリプトスポリジウム症、ジアルジア症、レジオネラ症の

発生率が最も高かった。凡欧州地域の報告国 53 カ国のうち、45 カ国が南欧、北欧、西欧、東欧の国々

である（残り 8 カ国は中央アジアとコーカサス）。これらの国々では、2000〜2013 年の間に、報告の

あった 1,039 件の感染症発生のうち 1,004 件が発生した。そのうち 174 件は、水に関連している可能性

がある（平均 17%）179。 

GIDEON データベースとは対照的に、感染症集中情報システム（CISID）及び欧州監視システム

（TESSy）のデータベースには、水に関連する感染症の発生数についての情報がない。しかし、どちら

のシステムも、2000〜2010 年（CISID）及び 2006〜2013 年（TESSy）の期間において、カンピロバク

ター症、A 型肝炎、そしてジアルジア症が、凡欧州地域で最も多く報告された消化器感染症であるこ

とを示している。 

同じ報告書のなかでは、2010〜2012 年の期間における、5 つの特定疾患（コレラ、細菌性赤痢、腸

管出血性大腸菌、肝炎、腸チフス）の症例数と発生数についての情報も記載されている 179。23 の参加

国のうち 9 カ国で、合計 279 件の発生が報告されたが、発生数に関する情報のなかで、水に直接関連

するものはなかった。これら 5 つの疾病に関する体系的な報告の他に、いくつかの国が特定の疾病に

ついて国別の報告を行っている。とりわけ、フィンランドでは、私有井戸や給水人口 500 人未満の小

規模な地下水供給施設に関連した、ノロウイルスやカンピロバクターを主原因とする水系疾患の発生

が報告されている。また、2011 年には、レジオネラ・アニサ菌に汚染された温泉プールが原因で、ポ

ンティアック熱の感染が発生し、11 人が影響を受けた。 

北欧諸国における水系感染症の発生に関する別の報告書には、デンマーク、フィンランド、ノルウ

ェー（1998～2012 年）、及びスウェーデン（1998～2011 年）において届け出のあった計 175 件の水系
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感染症に関するデータが掲載されている。これらの発生によって 86,000 人の人々が影響を受けた。計

163 の症例のうち 124 の症例は、汚染された地下水又は戸建て住宅における水道に関係するものであ

ったが、影響を受けた人の数は少なかった（多くの場合、1 回の発生につき 100 人未満であった）186。 

ハンガリーでは、2011 年に記録された胃腸炎の症例 778 のうち 485 の症例が、ノロウイルス、ロタ

ウイルス、サルモネラ菌、赤痢菌、カンピロバクター、クロストリジウム・ディフィシレ菌などの病

原体と関係していた。飲料水が感染経路として確認されたのは、全発生件数のうち１件だけであった。

症例の 1 つはおそらくアデノウイルスの感染によるものと考えられ、20 の症例は院内で発生したレジ

オネラ症と確認されたか、もしくはその可能性が高いと考えられる症例である（12 の症例では、家庭

内の温水システムが感染源である可能性が最も高いと考えられている）。 

 

表 2. GIDEON の公表データに基づく水系感染症の発生（2000 年～2013 年）。GIDEON データベースには、汎

欧州地域の 53 カ国（各国の保健省報告書を通じて）から報告された感染症の情報が含まれる。「汎欧州地域」

という用語は、WHO の規定する欧州地域の国々並びにリヒテンシュタインを指す。WHO の規定する欧州地域

は、以下の 53 カ国で構成されている。アルバニア、アンドラ、アルメニア、オーストリア、アゼルバイジャン、

ベラルーシ、ベルギー、ボスニア・ヘルツェゴビナ、ブルガリア、クロアチア、キプロス、チェコ、デンマーク、

エストニア、フィンランド、フランス、グルジア、ドイツ、ギリシャ、ハンガリー、アイスランド、アイルラン

ド、イスラエル、イタリア、カザフスタン、キルギス、ラトビア、リトアニア、ルクセンブルク、マルタ。モナ

コ、モンテネグロ、オランダ、ノルウェー、ポーランド、ポルトガル、モルドバ共和国、ルーマニア、ロシア連

邦、サンマリノ、セルビア、スロバキア、スロベニア、スペイン、スウェーデン、スイス、タジキスタン、マケ

ドニア旧ユーゴスラビア共和国、トルコ、トルクメニスタン、ウクライナ、イギリス、ウズベキスタン。2000〜

2013 年の間に GIDEON に登録された 1,039 件の感染症発生のうち、185 件（18％）が水に関連したもので、18 種

類の疾患を引き起こした（表 4）。これらの発生の大部分は、汚染された飲料水によるものであったが、その他

の原因も確認されている。水に関連した発生のなかで、最も割合が高かった病原体は、レプトスピラ症、クリプ

トスポリジウム症、ジアルジア症、レジオネラ症であった。以上、2016 年に発表された Kulinkina らのデータよ

り。 

疾患 
水系感染症の

発生回数 

感染症の 

発生回数 

水系感染症の

割合（%） 
国の数 最も一般的な感染源 

レジオネラ症 37 100 37 15 飲料水、温水器、冷却塔、

温泉 

ウイルス性胃腸炎 24 206 12 12 飲料水、水泳、温泉 

クリプトスポリジウム症 20 50 40 6 飲料水、プール 

Ａ型肝炎 18 155 12 8 飲料水、サウナ 

カンピロバクター症 14 45 31 11 飲料水 

レプトスピラ症 13 21 62 8 飲料水、野外レクリエー

ション 

ロタウイルス 10 37 27 7 飲料水 

細菌性赤痢 9 64 14 8 飲料水、噴水 

腸チフスなどの腸炎 9 38 24 4 飲料水 

ツレラ症 8 42 19 4 飲料水 

大腸菌下痢症 5 109 5 4 飲料水、プール 

ジアルジア症 5 14 36 5 飲料水 

セルカリア性皮膚炎 4 4 100 4 野外水泳及び入浴 

アデノウイルス 3 26 12 3 飲料水、プール 

非結核性抗酸菌症 2 12 17 1 プール 

エルシニア症 2 23 9 2 飲料水 

エロモナスと海洋ビブリオ

感染症 

1 1 100 1 水泳 
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ブラストシスティス・ホミ

ニス感染症 

1 1 100 1 飲料水 

 

フランスでは、1990 年代後半からレジオネラ症の症例数が増加している。2012 年には 1,200 件以上

が発生しており、おそらく水に関連していると考えられている 187。1998〜2008 年の間に、フランス公

共衛生監視研究所（INVS）は、水道の配水網に関連する感染症の発生を 10 件報告している。急性胃

腸炎の症例の多くは、ノロウイルスやクリプトスポリジウム菌によるものであったが、カンピロバク

ターやロタウイルスによるものもあり、これは、水が糞便汚染されていたことを示唆している。 

「水と健康に関する議定書」(The Protocol on Water and Health) に関連して、多くの国が、水系疾患

の発生数とその影響を減らそうと努力している 179。欧州疾病予防管理センター（ECDC）の管理する

「食品・水系疾患・人獣共通感染症に関する疫学情報システム」(EPIS-FWD) は、各国で発生した食品

及び水関連の疾患について、その発生の検知とリスク評価を行うための監視システムである。2008〜

2013 年の間に、欧州では 215 件の感染症発生アラートが発出された。疫学的・微生物学的調査の結

果、そのうち 110 件のアラート（51％）では食品からの感染が疑われるかもしくは確認され、93 件の

アラートは感染源が不明、7 件は動物との接触による感染、4 件は水に関わる感染、残り 1 件は実験室

での感染であることが明らかとなった。水に関わる 4 件の感染のうち、3 件は EU 以外の国における

コレラの発生に関連したもので、1 件は飲料水の汚染によるクリプトスポリジウム症の発生によるも

のであった。 

ベルギーでは、カンピロバクター・ジェジュニに汚染された水源からの水を使用したことで、ユー

ス・キャンプに参加した 64 人の子どもたちが罹患した。デンマークでは、カンピロバクター・ジェジ

ュニによる感染症の一度の発生によって、400 を超える症例が記録された 189,190。 

水道水の不十分な水処理に起因するジアルジア症の発生は、欧州では頻繁に報告されている。乳幼

児と小児は特に感染リスクが高いが、2014 年に発表された ECDC の報告書には、水に関連した感染症

が何度発生したかまでは記されていない 190。 

2012 年には、欧州 10 カ国から欧州食品安全機関（EFSA）に対して、食品や水中で検出されたベロ

サイトトキシン産生性大腸菌（VTEC）に起因する感染症の発生が、計 61 件報告された 191。水が原因

となったものはこのうち 10 件で、発生場所はすべてアイルランド、7 件については民間所有の水道や

井戸との関連が報告されている。 

デンマークでは 2012 年に、滋賀毒素産生性大腸菌（STEC）／VTEC 大腸菌 O157:H7 が発生した。

溶血性尿毒症症候群（HUS）の割合が高く（全症例中の 62％）、疫学調査の結果、牛挽き肉が感染源

であることが示唆された 190。 

先天性トキソプラズマ症の水系感染は、ECDC 監視報告書のなかでも、公衆衛生に関わる世界的な

リスクとして紹介されている 191。感染した猫の糞便によって汚染された水は、トキソプラズマ・ゴン

ディ 192に曝されたヒトへの感染経路の一つであり、紫外線照射を含む標準的な消毒プロセスでは、飲

料水から原虫を除去できない場合がある 193,194。 

罹患者が千人を上回るような大規模な感染症の発生はまれであるとはいえ、著者はしばしば、当事

者意識の向上や、正しい水処理の実施、給配水システムの恒常的な維持管理の必要性を訴えている。 

 

1.2 カナダでの感染症発生 

カナダの保健当局は、最近発行した報告書のなかで、あらゆる感染源（食品、水、動物、人対人）

からの急性胃腸炎（AGI）の症例を報告している。2000〜2019 年の間に、国内で年間約 2,050 万件の

症例が報告され、その感染者数は約 3,500 万人にのぼる 9。 

これらの症例のほぼ 1.7％（33 万 5000 件）は、「自治体が運用する給水人口 1,000 人以上の水道シ

ステム」195からの水道水の消費に関係すると推定されており、2012 年時点で、こうした水道を利用す

る人の数は、国内人口の 84%にあたる 2,900 万人であった。このうち 2,500 万人は地表水を、400 万人

は地下水を水源としていた。Murphy ら（2016）の推定によれば、これらの水道システムのうち、最低

限の水処理を行っていない、又は塩素処理、あるいは二酸化塩素処理を行っていない水道システムに
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よって引き起こされた症例が 50,121 件である一方、複数の処理プロセスを適用している水道システム

に関連する症例数は 15,991 件であった 195。また、著者は、33 万 5000 件の症例のうち、35%以上が配

水システムに起因するものであると推定している。 

推定 103,230 の症例は、ジアルジア、クリプトポリジウム、カンピロバクター、大腸菌 O157:H7、ノ

ロウイルスと関連しており、このうち 75%は汚染された民間所有の井戸に、25%は汚染された小規模

水道（地下水又は地表水を使用）に関連するものであった 195。上記 5 つの病原体とのつながりでいえ

ば、73％の症例がノロウイルス関連であり、27％は残り 4 つの病原体のうち少なくとも 1 つと関連し

ていた。合計すると、総症例数の 53％が民間井戸でのノロウイルスと関連しており、19.25％が小規模

水道におけるノロウイルスと関連していた。このことから、私有の井戸や小規模水道を利用している

カナダ人は、病原体、とりわけノロウイルスへの曝露や水系 AGI を発症するリスクが高いといえる。

他の研究では、地下水源に腸管ウイルスが存在することが示されている 7,196。これらの研究では、未処

理の地下水を水源とする人口 1,300～8,300 人の 14 の地域を対象に、AGI の発生率の推定が行われ、水

道水中にノロウイルス、アデノウイルス、腸管ウイルスがいるかどうかの分析が行われた。その結果、

強い関連が認められたのはノロウイルスだけで、腸管ウイルスに起因する AGI は全体の 6～22％であ

ることが分かった 7。Lambertini とその同僚は、同じ地域を対象に、紫外線処理を浄水処理プロセスに

導入する前と後の両方で研究を行った。彼らは、紫外線処理導入後の腸管ウイルスの数を数えあげ、

すでにその時点で、紫外線消毒の実施地点から水が顧客の蛇口に到達するまでの間に、ウイルス濃度

が増加していることを確認した。この増加は、配水システムに侵入したウイルスによるものであった
196。 

 

1.3 米国での感染症発生 

米国の公衆衛生当局による水系疾患の発生に関する報告書には、1991〜2002 年の間に発生した、水

に関連するウイルス性疾患が 15 件記録されている（症例数では 3,487 症例。そのほか、病因不明の発

生が 77 件あり、こちらの症例数は 16,036 症例）。15 件のうち 12 件はノロウイルスによるもので、1

件は「小型球形ウイルス」によるもの、また、2 件は A 型肝炎ウイルス（HAV）によるものであった
197。  

2003〜2012 年の間に、米国疾病予防管理センター（CDC）は、飲料水に関連した 138 件の感染症の

発生を報告した。腸管ウイルスは、そのうち 13 件において唯一の原因物質であると特定され（ノロウ

イルスが 10 件、HAV が 3 件）、ウイルスによる感染症発生のほとんどは、未処理又は処理が不十分

な地下水の摂取が原因であった 9。 

2013〜2014 年の間に、飲料水関連の感染症計 42 件の発生が報告されており、症例数では少なくと

も 1,006 を数える。レジオネラ菌が最も一般的な原因菌で、発生の半数以上（57％）を占める。8 件の

発生についてはクリプトスポリジウム又はジアルジアが原因であった。発生原因の調査によって、水

道システムの抱える問題が浮き彫りになった。図 1 が示すように、42 件の発生それぞれに、1 つ以上

の問題が分類され割り当てられた。例えば、レジオネラ菌による感染症の場合、敷地内の配管システ

ム内に細菌の存在が確認された 198。 

最近では、CDC によって、一般向けの情報提供をおこなうオンライン・プラットフォームが設置さ

れ、水系感染症の最新の発生状況（https://waterandhealth.org/safe-drinking-water/outbreaks/）、現行の水

処理（https://waterandhealth.org/safe-drinking-water/treatment/）、飲料水や下水中の抗微生物薬耐性の存

在（https://waterandhealth.org/safe-drinking-water/drinking-water/、https://waterandhealth.org/safe-drinking-

water/wastewater/）について情報を得ることができる。 

https://waterandhealth.org/safe-drinking-water/outbreaks/
https://waterandhealth.org/safe-drinking-water/treatment/
https://waterandhealth.org/safe-drinking-water/drinking-water/
https://waterandhealth.org/safe-drinking-water/wastewater/
https://waterandhealth.org/safe-drinking-water/wastewater/
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図 1. 米国における飲料水関連の感染症発生（2013～2014 年）に関わる問題（米国疾病予防管理センター（CDC）、

2017 年）。図は、2013～2014 年の間に発生した感染症に関わる水道システムの問題をまとめたもの。次のリン

クより。https://waterandhealth.org/safe- drinking-water/recent-trends-in-legionella-and-waterborne-disease-outbreaks-and-

their-causes/ 

 

1.4 オーストラリアでの感染症発生 

オーストラリアでは、水を媒介とする胃腸炎の発生報告はまれであり、水系感染症の発生に関する

公式な評価結果は存在しない。オーストラリア全土を対象とした食中毒監視ネットワークである

OzFoodNet では、2001 年以降に発生したあらゆる感染経路からの胃腸炎の情報を報告している。2001

〜2007 年の間に発生した「水系」又は「水系の疑いがある」と記録された感染症の報告を抽出したと

ころ、54 件の感染症発生が、「水系」（44 件）又は「水系の疑いがある」（10 件）のいずれかに分類

された。このうち発生源として飲料水が疑われたのは 19％（10 件/54 件）であり、78％（42 件/54 件）

はレクリエーション用の水が原因とされた。Dale とその共同研究者は、オーストラリアにおける消化

器疾患の水系感染の発生は、主にレクリエーションでの暴露と関連していることを示した 199。 

水系の疑いがあるとされた発生のうち 3 件は、建物の屋根から採取された雨水に起因するものであ

った。疾病の発生を防ぐためには、雨水タンクの定期的なメンテナンスと消毒が確実に実施されるよ

うな規制を行わなければならない 200。 

 

1.5 ニュージーランドでの感染症発生 

ニュージーランドでは、2006 年に、ヒトの糞尿汚染によってスキー場の水道にノロウイルスが混入

したことから、腸管ウイルスによる水系感染症が発生した 201。 

2016 年 8 月には、ニュージーランドの北島に位置する町の住民 14,000 人のうち、5,000 人が罹患し

た。その町では、飲料水として未処理の地下水が利用されており、カンピロバクター菌による汚染が

判明した。感染経路については、大雨の後の流出水が原因で池の水が羊の糞によって汚染され、その

池の水が地中に浸透したことで、近隣の浅井戸が汚染されたとの説明がなされている 202。 
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（担当）調査事業部 
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  配信先変更のご連絡等について 

「ＪＷＲＣ水道ホットニュース」配信先の変更・追加・停止、その他ご意見、ご要望等がございましたら、会員

様名、担当者様名、所属名、連絡先電話番号をご記入の上、下記までＥ-メールにてご連絡をお願いいたします。

〒112-0004 東京都文京区後楽2-3-28 K.I.S飯田橋ビル7F （公財）水道技術研究センター  ホットニュース担当 

Ｅ-ＭＡＩＬ：jwrchot@jwrc-net.or.jp 

ＴＥＬ ０３－５８０５－０２６４   ＦＡＸ ０３－５８０５－０２６５ 

また、ご連絡いただいた個人情報は、当センターからのお知らせの配信業務以外には一切使用いたしません。 

 

  水道ホットニュースのバックナンバーについて 

水道ホットニュースのバックナンバー（第58号以降）は、下記アドレスでご覧になれます。 

バックナンバー一覧   http://www.jwrc-net.or.jp/hotnews/hotnews-r2.html 

 

水道ホットニュースの引用・転載について 

水道ホットニュースの引用・転載等を希望される方は、上記ホットニュース担当までご連絡をお願いいたします。

なお、個別の企業・商品・技術等の広告にはご利用いただけません。 
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